
塩化物イオンの浸透を受けたコンクリートの表面付近を
「はつり」取った場合の，その後の塩化物イオン濃度分布

橋脚コンクリート

鉄筋位置の塩分濃度
（橋脚表側）

鉄筋位置の塩分濃度
（橋脚裏側）

はつり深さ(補修材）

亜硝酸リチウムを含む
補修用吹付けモルタル

亜硝酸リチウムを含まな
い補修用吹付けモルタル

鉄筋位置の塩分濃度
（鉄筋の中間）

目的：表面付近の塩化物イオン濃度の高いコ
ンクリートをはつることにより，鉄筋位置ま
で浸透する塩化物イオンを低減する。



橋脚コンクリート

橋脚に浸透した塩化物イオン

鉄筋位置の塩分濃度
（橋脚表側）

鉄筋位置の塩分濃度
（橋脚裏側）

巻立てコンクリート

はつり深さ(補修材）

浸透した塩化物イオン
からの再拡散

鉄筋位置の塩分濃度
（鉄筋の中間）

表面は被覆等により
塩化物は遮断

コンクリート巻立てを行
う場合には，巻立てコン
クリートへの塩化物イオ
ンの浸透も考慮する。



①竣工時の情報を入力
（竣工年，検討する年数，鉄筋位置）

②補修・補強の年，コンク
リート巻立てを行う場合は，
巻立て厚，鉄筋の位置を入力

③検討するはつり深さを
20ケースまで入力

入力手順



④塩化物イオンの浸透に
関するC0，Dを入力

⑤コンクリートの初期塩化物
イオン濃度，拡散計算におけ
る安全係数を入力

⑥巻立てコンクリートがある
場合には拡散係数を入力

⑦補強後に表面を被覆するか否
かを入力(巻立てコンクリートが
ある場合はその表面，無い場合
は既設コンクリートの表面）

⑧表面の被覆に耐用年数がある
場合に入力(耐用年数を迎えると，
以降は④のC0が復活する）

⑨塩化物イオン濃度
の限界値を入力。

⑩巻立ての初期塩分量入力。
⑪補修後に被覆しない場合には，
補修後の拡散に対する安全率を
入力（④のC0に対する値）

入力手順



⑫補修後のはつり部分の断面修
復材の拡散係数と初期塩分量を
入力（2種類入力可能)

⑬断面修復材の内，はつり面から
1cmの範囲は，2種類目の材料の拡散
係数，初期塩分量を入力

⑭塩化物イオン濃
度の計算は，「１」
とする

⑮計算をスタート
させるボタン

入力手順



①結果の図化のグラフの縦軸の設
定（図を見ながら修正可能）

計算結果の図化処理(2種類：鉄筋位置の経時変化，断面内の分布）

②結果の図に表示するタイトル

③結果の図に出力するはつり深
さのケース数とそのはつり深さ
（5ケースまで）

④断面内の分布図を図化すると
きの，補修後の経過年数（5
ケースまで）

⑤図化実施のボタン（このボタンを
押さないと，結果が図化されない）

入力手順



図化の結果１（鉄筋位置の塩化物イオン濃度の時系列の表示）

「結果_時系列」シート

時系列の図化表示
(はつり深さごとに最大5枚表示）

各はつり深さごとの計算
結果の値



「結果_分布」シート

図化の結果２（断面内の塩化物イオン濃度の分布表示）

断面内分布の図化表示
(はつり深さごとに最大5枚表示）



計算結果を取りまとめて，別ファイルに出力

①出力するファイル名を入力

②追加で説明する項目があれば
入力

③ファイル出力の実行ボタン
（同じディレクトリー内）

入力手順
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